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 現在日本では高齢化が進み，5 人に 1 人が
65 歳以上という高齢社会である．また高齢者
人口は今後，平成 24（2012）年には 3,000 万
人を超え，平成 54（2042）年には 3,863 万人
でピークを迎えると推計されている．さらに，
高齢化率はその後も上昇を続け，平成 67
（2055）年には 40.5％に達し，2.5 人に 1人
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ク線図を図 10 に示す． 
また，母指はこの指先力支援動作が開始した
際の姿勢を保つように，屈筋に相当するワイ






































































































































回内・回外動作の往復(片側 45°)に約 5 秒，
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